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きじまるくん

板井地区・八坂祭
　7月9日（」づ、板井地区の八坂祭（天王様）が盛大に行われました。

　このお祭りは、無病息災・五穀豊じょうを願って行われ、神社にまつってあ

る天王様（みこし）や山車、子供みこしも加わって地区内をねり歩き、老いも

若きも楽しい一日を過ごしました。写真は、子供みこしの様子です。
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昨年の基本健康診査（身体計測・血圧測定）

　
人
間
の
か
ら
だ
は
、
年
を
と
る
と

高
血
圧
・
心
臓
病
な
ど
の
循
環
器
系
の

　
　
　
か
い
よ
う

病
気
、
胃
潰
瘍
・
胃
炎
な
ど
の
消
化
器

系
の
病
気
、
骨
や
関
節
・
筋
肉
の
病
気

さ
ら
に
は
が
ん
な
ど
、
治
り
に
く
い
病

気
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
特
に
が
ん

・
心
臓
病
・
脳
卒
中
は
三
大
成
人
病
と

い
わ
れ
、
六
十
五
歳
以
上
の
死
亡
率
の

約
六
〇
警
を
占
め
て
い
ま
す
。

定
期
的
な
健
康
診
断
で

　
　
病
気
の
早
期
発
見
を
！

一
ピ
‘

（2）

　
が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
な
ど
の
い

わ
ゆ
る
成
人
病
は
、
病
気
に
か
か
っ
て

も
気
付
か
ず
、
い
つ
の
ま
に
か
進
ん
で

い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
基
本
健
康
診
査
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
四
十
歳
以
上
の
か
た
を
対

象
に
年
一
回
、
主
に
成
人
病
を
予
防
し

た
り
、
こ
れ
ら
の
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　平成6年度
基本健康診査日程表

　　　　会場保健センター

　
健
康
診
査
の
内
容
（
順
序
）

検
尿
（
た
ん
白
・
糖
・
潜
血
）
、
身
体

計
測
（
身
長
・
体
重
）
、
血
圧
測
定
、

問
診
（
既
往
歴
・
家
族
歴
な
ど
）
、
心

電
図
検
査
、
医
師
の
診
察
、
血
液
検
査

（
肝
機
能
・
腎
機
能
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
）
、
医
師
の
指

示
に
よ
る
血
糖
検
査
・
眼
底
検
査
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン

　
な
お
、
昨
年
度
希
望
者
に
限
り
実
施

し
た
肺
が
ん
検
診
は
、
全
員
実
施
と
な

り
ま
す
。

月 「日 対象地 区名

．朔1矯爾
成沢（上・下）

中央2・3丁目

急月18自㈱ 三本・上新田

8月19日樹
上押切・下押切

樋春北・樋春南

覇駕購
御正新田（上・下）

野原

8月23日（菊 小江川

8月2媚㈱ 塩・板井

婁麟 戦
須賀広・パークシティ

柴・千代・中央1丁目



　　検査はリラックスして

　　受ける。

　　　‘1裾

　
今
年
度
は
八
月
十
七
日
困
か
ら
八
月

二
十
五
日
困
ま
で
の
七
日
間
（
土
・
日

は
除
く
）
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
い
た

し
ま
す
。
ま
た
昨
年
同
様
町
の
行
政
バ

ス
で
も
送
迎
を
行
な
い
ま
す
。

　
年
に
一
回
は
必
ず
健
康
診
査
を
受
け
、

自
分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
人

生
八
十
年
代
を
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く

元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

健
康
診
査
を
受
け
た
あ
と
で
・

　
健
康
診
査
は
受
け
っ
ぱ
な
し
で
は
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
健
診
結
果
を
健
康

管
理
に
生
か
す
た
め
に
次
に
掲
げ
る
こ

と
を
ぜ
ひ
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

①
「
再
検
査
」
を
こ
わ
が
ら
な
い

　
再
検
査
が
必
要
と
言
わ
れ
て
も
、
必

ず
し
も
病
気
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

疑
い
を
晴
ら
す
た
め
の
場
合
が
多
い
の

で
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

②
健
診
結
果
は
記
録
し
て
お
く

　
検
査
結
果
や
注
意
事
項
は
大
切
に
保

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
異
常
の
な
い

場
合
で
も
健
康
状
態
の
動
き
を
知
る
た

め
に
大
切
で
す
。

③
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
よ
う

　
健
診
の
こ
と
は
何
で
も
か
か
り
つ
け

の
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

健
診
結
果
も
き
ち
ん
と
報
告
し
て
お
き

ま
し
よ
う
。

肥
満
と
判
定
さ
れ
た
ら
・

　
昨
年
の
基
本
健
康
診
査
で
受
診
者
の

二
十
二
新
の
方
が
肥
満
（
ふ
と
り
ぎ
み

含
む
）
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
肥
満
と
は
、
か
ら
だ
の
中
に
必
要
以

上
の
國
團
を
貯
蔵
し
て
い
る
状
態
で

す
。
で
す
か
ら
ふ
と
り
す
ぎ
る
と
内
臓

に
負
担
が
か
か
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病

を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
肥
満
と
判
定
さ
れ
た
ら
さ
っ
そ
く
減

量
作
戦
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
基
本
は
、
食
事
と
運
動
そ
し
て
規
則

正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
で
す
。

　
ぐ

　
ひ
・
O℃
，
肪

　
　
　
◎
團

　
　
　
回

＜肥満を放っておくとこんな病気が…。＞

血圧高心臓病

風痛

石胆

満肥

脳卒中

糖尿病

関節の病気肝臓病

肥満減量作戦9か条

①1日3食きちんと食べる。

②夕食は軽めにすませる。

③間食（とくに甘いもの）をひかえ

　る。

④肉中心から魚・野菜中心の食生

　活に。

⑤ゆっくりとよくかんで食べる。

⑥お酒は意外と高カロリー、飲み

　すぎないように。

⑦毎日の生活の中で、こまめにか

　らだを動かす工夫を。

⑧ストレスからくるミやけ食い“や

　け酒。は肥満の大敵。ストレス

　は早めに解消を。

⑨週に一度は体重チェックを。

（3）



良
好
謬
住
環
境

　
　
　
　
　
づ
《
り
を
め
ぎ
レ
で

ー
用
途
地
域
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
ー

都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
現
行
の
都
市
計
画
法
は
、
昭
和
四
十

三
年
に
旧
都
市
計
画
法
を
全
面
改
正
し

た
も
の
で
あ
り
、
埼
玉
県
で
は
昭
和
四

十
八
年
に
新
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
用

途
地
域
を
指
定
し
、
そ
の
後
二
回
一
斉

見
直
し
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
社
会

構
造
・
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
、

ま
た
先
の
地
価
高
騰
時
に
は
、
業
務
ビ

ル
な
ど
が
住
宅
地
へ
進
出
し
、
住
環
境

の
悪
化
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
、
総
合
的

な
土
地
政
策
の
一
環
と
し
て
平
成
四
年

に
都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
用
途
地
域
が
見
直
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

用
途
地
域
の
必
要
性

町
内
の
土
地
は
、
市
街
地
と
し
て
積

極
的
に
開
発
・
整
備
す
る
「
市
街
化
区

域
」
と
市
街
化
を
抑
制
す
る
「
市
街
化

調
整
区
域
」
と
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
街
化
区
域
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
ど
ん
な
建
物
で
も
建
て
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
伊
え

ば
、
住
宅
地
の
よ
う
に
静
か
な
生
活
環

境
の
場
所
に
、
大
き
な
工
場
な
ど
が
で

き
ま
す
と
騒
音
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
発
生
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た
用
途
を
定
め
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
街
づ
く
り

を
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
の
が
、
都

市
計
画
法
の
定
め
る
「
用
途
地
域
」
で

あ
り
ま
す
。

用
途
地
域
の
細
分
化

　
現
在
の
用
途
地
域
は
、
八
種
類
（
住

居
系
三
種
類
、
商
業
系
二
種
類
、
工
業

系
三
種
類
）
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
改
正
後
は
、
住
居
系
の
分
類
を
七
種

類
に
細
分
化
し
て
、
良
好
な
住
環
境
づ

く
り
を
き
め
細
か
く
め
ざ
し
て
い
く
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

と
に
な
り
ま
す
。

新
用
途
地
域
の
決
定
時
期

　
用
途
地
域
制
度
を
定
め
る
都
市
計
画

法
及
び
建
築
基
準
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
そ
の
改
正
法
が
平
成
五
年
六
月
に

施
行
さ
れ
、
平
成
八
年
六
月
ま
で
に
は

新
し
い
用
途
地
域
（
住
居
系
の
三
種

類
が
七
種
類
に
細
分
化
さ
れ
る
）
に
分

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
現
在
、
町
建
設
課
で
は
新
し
い

用
途
地
域
制
度
に
よ
る
都
市
計
画
の
決

定
へ
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
商
業
系
と
工
業
系
に
つ
い
て

は
原
則
的
に
は
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

指
定
替
え
の
基
本
方
針

　
当
町
の
指
定
替
え
は
、
埼
玉
県
の
指

定
方
針
に
基
づ
き
、
現
在
指
定
さ
れ
て

い
る
用
途
地
域
に
対
応
す
る
新
用
途
地

域
に
指
定
替
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
形
態
制
限
の
内
の
建
ぺ
い
率
、
容
積

率
な
ど
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※
　
次
回
の
広
報
誌
（
九
月
号
）
で
は
、

新
用
途
地
域
素
案
図
に
つ
い
て
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
用
途
地
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

　
ご
質
問
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場

　
建
設
課
（
麿
三
六
1
一
五
二
一
）
ま

　
で
お
願
い
し
ま
す
。

改　正　後

①第一種低層住居専用地域

②第二種低層住居専用地域

③第一種中高層住居専用地域

④第二種中高層住居専用地域

⑤第一種住居地域

⑥第二種住居地域

⑦準住居地域

⑧近隣商業地域

◎商業地域

⑩準工業地域

⑪工業地域

⑫工業専用地域

⇒

⇒

⇒

改　正　前

①第一種住居専用地域

②第二種住居専用地域

③住居地域

④近隣商業地域

⑤商業地域

⑥準工業地域

⑦工業地域

◎工業専用地域

（4）

住
　
居
　
系

商
業
系
工
業
系



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

第
一
一
一
日
目

サ
ン
ア
ン
ト
一

一
オ
～
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

睾馬侮
ノ

長

田島

ノ
ブ
子

光

子

　
今
冬
一
番
の
冷
え
込
み
で
雪
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
子
供
達
を
が
っ
か
り
さ

せ
た
と
ガ
イ
ド
さ
ん
が
話
し
た
。

　
市
の
中
心
を
真
っ
値
ぐ
走
る
高
速
道

路
を
空
港
へ
、
途
中
北
へ
行
く
と
ケ
ネ

デ
ィ
基
地
な
ど
と
説
明
を
受
け
る
。
民

主
平
和
を
唱
え
つ
つ
若
く
し
て
銃
弾
に

倒
れ
た
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
無
念
さ
に

思
い
を
馳
せ
る
。
そ
の
せ
い
か
路
傍
の

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
朱
が
目
に
滲
み
て

な
ら
な
い
。

　
空
港
へ
着
き
搭
乗
ま
で
時
間
が
あ
る

の
で
ロ
ビ
ー
で
テ
ィ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

一
ド
ル
五
十
セ
ン
ト
で
あ
る
。
日
本
円

で
百
八
十
円
位
、
安
い
な
あ
と
思
っ
た
。

昼
食
は
機
内
食
、
こ
っ
て
り
し
た
肉
は

残
し
パ
ン
を
食
べ
た
。
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

ヘ
十
四
時
五
十
分
到
着
。
菜
の
花
が
咲

い
て
い
た
。
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
人
口
は

二
百
五
十
万
人
で
飲
料
水
は
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
の
雪
解
け
水
と
コ
ロ
ラ
ド
の
水

を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
ひ
い
て
い
る
。

　
ー
ホ
ー
ト
ン
プ
ラ
ザ
視
察
ー

　
ホ
！
ト
ン
プ
ラ
ザ
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

に
あ
り
、
売
場
面
積
八
三
、
七
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
。
準
備
期
間
十
一
年
と
一
億
四

千
万
ド
ル
（
約
百
八
十
億
円
）
を
費
や

慧

し
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

再
開
発
事
業
の
目
玉
と
し
て
一
九
八
五

年
八
月
に
誕
生
し
た
。
日
本
の
地
方
過

疎
化
、
小
売
店
の
営
業
不
況
の
よ
う
に
、

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
も
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
地
域

の
急
激
な
衰
退
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の

地
域
を
荒
廃
か
ら
救
う
た
め
、
一
九
七

九
年
に
具
体
案
が
決
定
、
市
の
強
力
な

指
導
の
も
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
で
あ
る
ハ
ー
ン
社
が
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
建
築
家

ジ
ョ
ン
・
シ
ャ
ー
デ
ィ
に
依
頼
し
、

ω
楽
し
く
遊
べ
る
遊
園
地
的
要
素
を

　
持
つ

の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
歴
史
が
語
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ろ

㈹
世
界
中
の
商
品
、
飲
食
が
揃
う

の
三
点
を
重
視
し
て
作
ら
れ
た
。

　
プ
ラ
ザ
は
四
つ
の
大
型
店
と
、
百
五

十
の
専
門
店
、
飲
食
店
が
入
っ
て
い
る

が
、
何
と
い
っ
て
も
特
徴
的
な
の
は
そ

の
奇
抜
な
デ
ザ
イ
ン
と
パ
ス
テ
ル
調
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
も

明
る
い
色
彩
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
醸
し

出
す
意
外
性
の
あ
る
雰
囲
気
と
、
ル
ネ

サ
ン
ス
寺
院
を
模
し
た
よ
う
な
建
物
、

自
由
奔
放
な
飾
り
と
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

が
建
物
の
個
性
を
生
か
し
、
　
“
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
”
、
　
”
大
人

の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
”
の
異
名
を
持

ち
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
土
地
の
狭
い
日
本
の
小
売
店
な
ど
、

こ
の
プ
ラ
ザ
の
方
式
を
参
考
に
す
る
の

も
良
い
と
思
う
。
営
業
時
間
も
日
本
と

は
対
照
的
で
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
は

十
一
時
か
ら
九
時
、
土
曜
日
は
十
時
か

ら
六
時
、
日
曜
日
は
十
一
時
か
ら
六
時

と
土
・
日
は
早
く
閉
店
し
て
い
る
。
こ

ん
な
と
こ
ろ
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
大
切
に

し
、
ゆ
っ
く
り
休
み
楽
し
む
と
言
う
ア

メ
リ
カ
人
ら
し
さ
が
伺
え
る
。

響
、
鞭

灘講藤翻
．
悔
翻

　
　
．
食
擢
鋒
ー
老

　
　
サ
　
が
　
　
　

　
璽
　
謎
　
　
舗

一鰍　鰐　駐
車
場
は
二
千
四
百
台
収
容
出
来
、

三
時
間
無
料
で
三
十
分
増
す
ご
と
に
一

ド
ル
加
算
さ
れ
る
と
か
、
こ
の
へ
ん
は

日
本
と
変
わ
り
な
い
と
思
っ
た
。
駐
車

場
が
広
い
た
め
に
、
自
分
の
車
が
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
入
が
出
る
た
め
、

イ
チ
ゴ
・
レ
モ
ン
・
ア
ッ
プ
ル
な
ど
果

物
の
絵
で
区
分
し
て
あ
り
ユ
ニ
ー
タ
で

あ
る
。

　
こ
こ
で
、
】
時
間
く
ら
い
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

　
夕
食
は
、
ホ
テ
ル
の
十
三
階
大
展
望

レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
。
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

の
港
が
一
望
出
来
、
サ
ボ
テ
ン
酒
の
マ

ル
ガ
リ
ー
タ
と
分
厚
い
ス
テ
ー
キ
に
心

が
華
や
ぐ
。
土
地
が
広
く
、
雨
が
少
な
い

た
め
空
気
が
澄
ん
で
い
る
の
か
、
夜
景

が
美
し
い
。

　
い
つ
ま
で
も
話
は
尽
き
な
い
が
明
日

の
出
発
が
早
い
の
で
一
同
部
屋
に
戻
る
。
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「
地
域
防
犯
推
進
委
員
」
を
委
嘱

　
熊
谷
警
察
署
市
町
村
防
犯
協
会
と
熊

谷
警
察
署
で
は
、
地
域
に
お
け
る
犯
罪
・

事
故
・
災
害
等
の
発
生
を
未
然
に
防
止

し
、
地
域
住
民
の
安
全
な
生
活
を
守
る

た
め
、
こ
の
た
び
、
熊
谷
警
察
署
市
町

村
防
犯
協
会
の
下
部
組
織
と
し
て
、
熊

谷
警
察
署
に
「
地
域
安
全
推
進
連
絡
協

議
会
」
を
設
立
し
、
地
域
安
全
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
江
南
町
に
お
い
て
も
、
区
長
さ
ん
を

は
じ
め
と
す
る
二
〇
名
の
皆
さ
ん
に
防

犯
推
進
委
員
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
七

月
六
日
に
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
防
犯
推
進
委
員
の
役
割

田
地
域
の
実
態
の
把
握

勿
地
区
防
犯
協
会
と
の
連
携

⑳
地
域
安
全
情
報
の
伝
達

§駐在

1所名
役　　　職
行　政　区

氏　　　名

1御

正
駐
1在
1所
、
管
i
萎
内
婆

　　成　沢
　　三　本
　　、L新田
　　樋春北
　　樋春南
　御正新田
　　中　央
班　長　上押切

　　下押切
駐在所推薦兼
防犯指導員

○関　口　喜　治　i
志　村　邦　男　、
柴　田　四　郎
小　島　勧　一　ξ
大　沢　宮　雄　・
橋　本　利　夫　、
曽　田　定　男　！
◎新　井　政　男　・
権　田　美　登　。

陪林正喜’

襲
／小
嚢原／
駐
1在
1所
簸管
内
襲

　　須賀広
　　野　原
班　長　小江川

　　塩　　板　井
　　柴　　 干　代
パークシティ
循環器病センター

駐在所推薦兼
防犯指導員

高　橋　文　夫　i
岡　田　定　一　1
井　上　巳代治　1
千　野　恒　信　’
細　井　　　多
柴　　　芳　明　1
寺　山　和　雄　ド
矢　崎　賢　二　“
中　村　郁　子　i

田　中　勝　治　1
漏㌔1眞鳩o”「撒’柳磁r』［・・r’｛惚噸げ潜猫・∫庫’鵜「　F1防㌧怖鮎「r　繍飾κ需■ル蝋・つ・　’「“ン　　　　　』・鍋　蜘舐稼薪　　　・嗜・1

◎は会長、○は副会長

平
成
六
年
度

消
防
職
員
募
集

江南町地域

O
試
験
の
日
時
・
場
所

　
第
一
次
試
験

　
　
平
成
六
年
九
月
十
八
日
㈹

　
　
午
前
八
時
三
十
分

　
　
熊
谷
地
区
消
防
本
部

○
採
用
職
種

　
　
男
子
消
防
職
員
　
若
干
名

o
受
験
資
格

　
一
、
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内
市
町

　
　
村
及
び
隣
接
市
町
村
に
居
住
す
る

　
　
者

　
二
、
次
の
年
齢
に
該
当
す
る
者

　
　
①
高
校
卒
業
者

　
　
　
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
以
降

　
　
　
に
生
ま
れ
た
者

　
　
②
短
大
卒
業
者

　
　
　
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
以
降

　
　
　
に
生
ま
れ
た
者

　
　
③
大
学
卒
業
者

　
　
　
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
以
降

　
　
　
に
生
ま
れ
た
者

　
　
④
そ
れ
ぞ
れ
平
成
七
年
三
月
卒
業

　
　
　
見
込
み
の
者

　
三
、
消
防
活
動
に
耐
え
ら
れ
る
体
力

　
　
を
有
す
る
者

　
四
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

　
　
者

　
　
①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

　
②
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

　
　
③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　
　
　
そ
の
執
行
を
終
え
る
ま
で
又
は

　
　
　
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

　
　
　
く
な
る
ま
で
の
者

　
　
④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

　
　
　
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ

　
　
　
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力

　
　
　
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

　
　
　
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、

　
　
　
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

O
受
験
申
込
書
の
交
付

　
　
受
験
申
込
用
紙
は
、
熊
谷
地
区
消

　
防
本
部
総
務
課
、
各
消
防
署
・
分
署

　
及
び
町
村
役
場
で
八
月
十
日
㈹
か
ら

　
交
付
し
ま
す
。

O
受
験
申
込
書
の
受
付

　
　
八
月
十
一
日
㈲
か
ら
八
月
三
十
一

　
日
㈱
ま
で
（
土
・
日
は
除
く
）

◎
こ
の
採
用
試
験
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
せ
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
願
い
し
ま

す
。　
熊
谷
地
区
消
防
本
部
　
総
務
課

　
熊
谷
市
大
字
原
島
六
七
五
番
地
一

　
智
二
二
ー
四
四
四
四

全ρ4

浄竪

賀
タ

、
“

　　火“の原因！9コ足
　　配腺はやめましよう。

　　　⑪

心（一4　。。β

　）　　肉　・一・
　＿　　　　o呂01
響鍛関東電気保安協会

●■
与

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店か、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

繕霧轡灘駄壌灘
羅鍛藤・、、鰹灘欝「：

蝿，．鱗餐．蒙職懸難、 ξ…蟻卿　

難驚澱　；擁、，繊、』迄1

1　●　6　。11●16●21．26●31 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

2　●　7　●　12　●　17　●22　●　27 ㈲笠原設備工業所 36－3662

3　●　8　・13●18・23・28 ㈲松　本　設　備 36－5177

4　●　9　●14●19・24●29 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

5　●　10●15●20。25・30 ㈱光　栄　建　設 36－1052

（6）



調
o
凝
「
Q
旨

無隊懇醸家、

社会を明るくする運動

身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。

　第44回社会を明るくする運動（7月1

日～31日）期間中の7月8日㈹、江南中

学校体育館に落語家の柳家小団治先生を

迎え、「笑いと遊び心を楽しもう・親と

子のコミュニケーションのあり方」と題

した講演会が行われました。

　社会を明るくする運動は、すべての国

民が力を合わせ、犯罪のない明るい社会

を築こうとする全国的な運動です。

　当日は、約200名の皆さんが熱心に講

演を聞いていました。

上押切でマス釣り大会

　7月9日（土）、上押切でマス釣り大会が

行われました。

　本田川をせきとめ、マス25キロを放流

し、参加した親子たち約100人は、初
　　　　　　　あくせん　く　とう
めてのねりえさに悪戦苦闘しながら釣っ

ていました。

　そのあと、釣ったマスを川原で焼いて

食べ、楽しいひとときをすごしました。

識獣誠
　1墾　　　　甑隆
　濤　一　　　　　賊

鰯睡購螺編
鰍栂、嫌瞬期

第2回語学教室
　江南インターナショナル・フレンドシ

ップ・クラブ設立準備会主催による語学

教室「はじめて話す英会話」が7月2日
（土）、勤労福祉センターにおいて開催され

ました。

　樋春在住の茂木マリーア先生を講師に

迎え、最初は緊張気味だった参加者は、

先生のユーモアを交えながらの会話やビ

ンゴゲームでリラックスし、英語でエー

デルワイスを合唱するなど楽しいひとと

きをすごしました。

鐙
、

、
輝
鐵
黛
』

夏の交通事故防止運動

　7月10日から31日までの21日間、夏の

交通事故防止運動が実施されているなか

の7月15日、県道（富田・熊谷線）の農

協本所前の交差点で、交通安全母の会・

交通指導員・警察官の皆さんにより、交

通事故防止街頭指導が行われました。

　約1時間にわたり、啓発物の配布など

を行い交通事故防止をドライバーの皆さ

んに呼びかけました。



　
　
　
　
　
〔
團
郵
飼
翻
劇
劒
劒
劇

目
の
健
鷹
曹
囲

　
　
　
懸
夏
バ
テ
を
防
ぐ
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
冷
房
に
あ
た
り
す
ぎ
な
い

　
暑
い
夏
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
は
夏
バ
テ
の
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
夏
バ
テ
の
原
因
は
、
寝
不
足
、

栄
養
不
足
、
冷
え
な
ど
で
、
い
ず
れ
も

か
な
り
の
部
分
が
私
た
ち
の
不
注
意
で

お
こ
る
も
の
で
す
。
夏
バ
テ
を
の
り
き

り
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
①
十
分
に
睡
眠
を
と
る

　
暑
い
夜
は
、
寝
つ
き
が
悪
く
、
ぐ
っ

す
り
眠
れ
な
く
て
睡
眠
不
足
に
な
り
が

ち
で
す
。
汗
を
か
い
て
体
力
の
消
耗
の

激
し
い
夏
は
、
十
分
に
睡
眠
を
と
ら
な

い
と
、
疲
れ
が
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

眠
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
遅
く
ま
で

テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
り
本
を
読
ん
だ
り

し
て
い
て
は
、
ま
す
ま
す
疲
れ
を
た
め

て
し
ま
い
ま
す
。
眠
れ
な
く
て
も
、
横

に
な
っ
て
目
を
つ
む
っ
て
い
る
だ
け
で

も
、
疲
れ
は
ず
い
ぶ
ん
と
れ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
寝
る
前
に
入
浴
や
シ
ャ
ワ

ー
な
ど
で
体
を
さ
っ
ぱ
り
と
さ
せ
た
り
、

ク
ー
ラ
ー
を
か
け
て
寝
室
を
冷
や
し
て

お
く
と
眠
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
た
だ
、

ク
ー
ラ
ー
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
は
よ
く
な

い
の
で
、
注
意
し
ま
し
よ
う
。

　
②
食
事
は
量
よ
り
バ
ラ
ン
ス

　
夏
は
胃
腸
の
働
き
が
低
下
し
、
胃
酸

や
消
化
液
の
分
泌
も
悪
く
な
り
ま
す
。

夏
バ
テ
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
量
を
食

べ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
、
食
欲
の

な
い
時
は
無
理
を
せ
ず
、
少
量
ず
つ
、

四
食
で
も
五
食
で
も
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
③
冷
た
い
飲
み
物
は
と
り
す
ぎ
な
い

　
夏
は
ど
う
し
て
も
冷
た
い
飲
み
物
を

と
り
す
ぎ
て
し
ま
い
、
体
調
を
く
ず
し

や
す
く
な
り
が
ち
で
す
。
暑
い
か
ら
と

い
っ
て
、
必
要
以
上
に
水
分
を
と
る
の

は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
冷
え
た
ビ
！
ル
、

ジ
ュ
ー
ス
、
か
き
氷
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
な
ど
冷
た
い
物
を
た
く
さ
ん
と
る
と
、

喉
や
胃
腸
・
体
を
冷
や
し
、
か
ぜ
を
ひ

き
や
す
く
し
た
り
、
胃
腸
の
具
合
を
悪

く
し
ま
す
の
で
、
と
り
す
ぎ
な
い
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
冷
房
に
あ
た
り
す
ぎ
る
と
、
筋
肉
を

緊
張
さ
せ
、
血
液
循
環
を
悪
く
し
、
肩

こ
り
、
腰
痛
、
頭
痛
を
ひ
き
お
こ
し
や

す
い
ほ
か
、
体
の
抵
抗
力
を
低
下
さ
せ

ま
す
。
冷
房
を
か
け
る
場
合
で
も
、
外

気
と
の
温
度
を
5
℃
以
内
に
、
ま
た
冷

風
を
直
接
体
に
あ
て
な
い
よ
う
に
す
る

ほ
か
、
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
冷
房
が
強

く
か
か
っ
た
場
所
で
は
、
カ
ー
デ
ィ
ガ

ン
を
は
お
る
な
ど
し
て
冷
や
し
す
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
⑤
日
光
に
あ
た
り
す
ぎ
な
い

　
夏
の
日
差
し
は
強
烈
で
す
。
適
度
な

日
光
浴
は
皮
膚
を
刺
激
し
、
抵
抗
力
を

つ
け
、
自
律
神
経
の
働
き
を
良
く
し
ま

す
が
、
長
時
間
の
日
光
浴
は
、
体
力
を

消
耗
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
射
病

を
お
こ
す
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
外
出

の
際
に
は
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
り
、
日

が
さ
を
さ
す
ほ
か
、
長
時
間
、
炎
天
下

に
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

・
つ
。

O
O
O
⑫
0
0
0
0

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
六
月
十
三
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
五

日
間
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
が
町
民
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
一

〇
六
名
の
中
に
は
、
初
心
者
も
多
く
指

導
者
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
の
人
た
ち

か
ら
熱
心
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
練
習
試
合
が
で
き
る

ま
で
に
上
達
し
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
楽
し
い
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
六
月
二
十
六
日
に
は
大
会
が

行
わ
れ
、
町
外
か
ら
も
多
く
の
参
加
が

あ
り
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

▼
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

優
　
勝
　
干
葉
一
典
・
福
田
智
一

　
　
　
　
　
（
行
田
市
・
行
田
市
）

準
優
勝
　
千
葉
康
伸
・
島
村
亮
一

　
　
　
　
　
（
行
田
市
・
行
田
市
）

　
三
　
位
　
岡
野
和
之
・
樋
口
幸
一

　
　
　
　
　
（
坂
戸
市
・
毛
呂
山
町
）

▼
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

優
　
勝
　
田
形
八
千
代
・
河
田
清
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
部
町
）

準
優
勝
　
近
藤
と
し
子
・
伏
島
慶
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
谷
市
）

　
三
　
位
　
桑
原
三
枝
子
・
富
田
邦
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
谷
市
）

●

▼
初
心
者
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

優
勝
東
田
ヤ
ス
子
・
及
川
祐
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
谷
市
）

準
優
勝
　
富
岡
美
智
子
・
関
口
良
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
南
町
）

三
　
位
　
谷
島
え
り
・
岡
部
行
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
南
町
）

（8）



ふ
　るさと

再発見

地
名
は
語
る

　
　
　
　
　
う
　
ば
　
が
　
　
さ
　
わ

「
姥
ケ
沢
」

　
姥
ヶ
沢
は
千
代
地
区
に
あ
る
地
名
で
、

西
隣
の
川
本
町
と
接
し
て
い
ま
す
。
川

本
町
側
で
は
本
田
地
区
の
小
字
地
名
と

し
て
姥
ヶ
谷
と
呼
び
、
町
域
の
差
に
よ

っ
て
谷
と
沢
に
呼
び
分
け
て
い
ま
す
が

本
来
は
同
一
の
地
名
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
形
的
に
は
江
南
台
地
に
入
り
込
む

狭
く
長
い
谷
合
い
を
い
い
ま
す
。
原
始

・
古
代
か
ら
住
み
良
い
場
所
で
あ
っ
た

ら
し
く
、
縄
文
、
弥
生
時
代
の
住
居
跡

が
多
数
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
地
名
に
使
わ
れ
る
「
姥
」
は
、
本
来

や
ま
ん
ば
　
　
う
ば
が
み

山
姥
・
姥
神
の
よ
う
に
異
常
・
異
能
の

力
を
持
つ
老
女
、
鬼
女
を
い
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

又
は
、
地
獄
で
亡
者
の
衣
類
を
剥
ぐ
「
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
つ

ヨ
ウ
塚
の
婆
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
「
奪

え
　
ば

衣
婆
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
に
は
、
通
常
の
人
と
は
異
る
強
い

　
　
　
　
　
　
　
ま
つ

生
命
力
を
持
っ
た
祀
ら
れ
る
こ
と
の
少

な
か
っ
た
神
の
姿
を
原
形
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
人
を
取
っ

て
喰
う
と
語
ら
れ
る
山
姥
の
変
幻
自
在

の
力
を
示
す
物
語
や
、
金
太
郎
を
育
て

た
山
姥
の
母
性
と
地
母
神
的
な
生
命
力

を
語
る
話
な
ど
が
日
本
の
各
地
に
点
在

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
昔
話
は
、
山

姥
・
姥
神
が
「
地
母
神
」
と
し
て
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か

の
身
近
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
確
か
な

ニ
ん
せ
き

痕
跡
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
姥
に
は
物
怪
の
類
の
聖

第44話

霊
が
住
む
と
考
え
ら
れ
て
い
た
場
所
を

い
う
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
加
え
て
、
悲
劇
的
な
惨
劇
が
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
有
名

な
黒
塚
伝
説
は
、
姫
君
を
養
育
し
て
い

　
う
　
　
ば

た
乳
母
が
、
病
弱
な
姫
に
効
く
薬
と
し

　
　
　
　
キ
レ
も

て
人
間
の
肝
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
、

乳
母
を
追
っ
て
来
た
姫
を
誤
っ
て
殺
し

て
し
ま
い
。
そ
の
た
め
に
鬼
女
と
な
り

果
て
た
悲
劇
的
な
因
果
物
語
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
姫
君
と
そ
の
養
育
係
と

し
て
の
乳
母
と
が
悲
劇
的
な
最
期
を
遂

げ
る
物
語
は
、
す
べ
て
史
実
か

ど
う
か
は
別
に
し
て
も
よ
く
み

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
江
南
町

の
場
合
で
も
「
鉢
形
城
」
落
城

に
関
わ
る
悲
話
と
し
て
姥
ヶ
沢

の
地
が
語
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
鉢
形
城
は
天
正
十
八
年
（
一

五
九
〇
）
六
月
に
落
城
し
て
い

ま
す
。
史
実
で
は
助
命
を
条
件

に
開
城
と
あ
り
ま
す
。
伝
説
で

は
こ
の
時
、
姫
と
乳
母
は
荒
川

を
下
り
江
南
の
地
ま
で
逃
げ
の

び
た
と
い
う
も
の
で
す
が
、
地

名
の
由
来
を
考
え
る
時
、
こ
れ

は
事
実
か
ど
う
か
は
あ
ま
り
重

要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
名
に

事
寄
せ
て
鉢
形
落
城
を
記
憶
し

た
先
祖
の
知
恵
に
こ
そ
注
意
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
件
以
後
、

江
南
町
を
含
む
荒
川
一
帯
の
地
域
は
、

武
川
衆
を
は
じ
め
と
す
る
新
来
の
支
配

者
を
多
数
迎
え
、
徳
川
氏
の
領
国
と
し

て
確
実
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
の
で
す
。

こ
の
大
き
な
時
代
の
変
換
点
に
当
っ
て
、

新
天
地
を
拓
く
意
気
込
み
に
あ
ふ
れ
た

人
々
の
背
後
に
、
じ
っ
と
息
を
ひ
そ
め
た

者
達
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
世
情
の
中
で
旧
勢
力
の
最
期
と

な
っ
た
鉢
形
落
城
伝
説
が
語
ら
れ
る
意

味
は
、
鎮
魂
の
比
重
が
高
か
っ
た
と
思

え
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
意
味
が
地
名

に
あ
る
と
し
た
ら
、
乳
母
は
神
や
仏
に

語
り
高
め
ら
れ
、
地
母
神
と
し
て
の
山

姥
や
、
姥
神
に
成
長
し
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
大
会
の
お
知
ら
せ

　
第
七
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
九
月
十
七
日
、
運
動
公
園
で
夜
間

照
明
を
使
用
し
て
ナ
イ
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
す
。

　
初
秋
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
楽
し
く
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

期
　
日

種場

目所

九
月
十
七
日
（
土
）

受
　
　
付
・
午
後
六
時
～

競
技
開
始
・
午
後
六
時
半
～

江
南
町
運
動
公
園

O
個
人
戦
（
十
六
ホ
ー
ル
）

　
・
一
般
男
子
の
部

　
・
一
般
女
子
の
部

○
団
体
戦
（
十
六
ホ
ー
ル
）

　
・
六
名
で
一
チ
ー
ム
を
編

参
加
費

表
　
彰

申
込
み

　
　
成
し
出
場
す
る
。
　
（
個

　
　
人
戦
の
ス
コ
ア
と
し
て

　
　
も
有
効
）

無
　
料

各
部
と
も
三
位
ま
で
表
彰

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

九
月
七
日
（
水
）
ま
で
に
教

育
委
員
会
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
（
定
員
一
〇
〇
名
に

な
り
次
第
し
め
き
り
ま
す
。
）

江南町体育協会

よりお知らせ

　町体育協会では、体育功労者

・優秀選手の表彰を毎年、町民

体育祭において行っております。

　体育功労者については永年、

体育の振興・指導などに功績の

あった人。優秀選手については

大規模大会にて優秀な成績を収

めた人となってお｝）ます。

　該当する人がおりましたら、

各字体育指導委員さんへ8月20

日までに推せんしてください。

　なお、表彰の決定については、

町体育協会表彰審査委員会にて

選考決定いたします。

（9）
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加入者は三種類

国民年金の加入者は保険料の納め

によって次の三種類に分けられま

解鰹1貫7購」冷、勝烈塒幽型、懇繹購「一懲鯉鰻メ．’「1

農業・商業・サービス業などの自

業の方とその家族の方、学生。
霞饗灘難擦購藩嬉麟職瞭繕総歳繋溝難

厚生年金保険または共済組合に加

している方。

厚生年金保険または共済組合加入

の被扶養配偶者（サラリーマンの

）など。

方
す
鼠

食中毒防止のお願い

月から8月にかけては、高温・

のため、食中毒事故が発生しや

季節になります。

中毒を防ぐのは難しいことでは

ません。次のことを守って健康

ごしましょう。

理前（用便後）は必ず石けんで

を洗いましょう

きんやまな板は清潔なものを使

ましょつ

理したものは早めに食べましょ

熱を要する食品については火が
まで通るまで加熱しましょう

ものなどは冷蔵庫に保管（5℃

下）しましょう

にかありましたら保健所へ

谷保健所　823－2811

7
湿
い
食
り
過
調
手
ふ
い
調
う
加
中
生
以
な
熊

　
多
す
　
あ
に
．
　
．
　
．
　
．
　
．

旨〆朕一μ戸旨戸冠μ知擁〔捌冠一1鼠一＞

ε
う
を
勘

俳
句
会
⑳

　　　　栄養士B、司書A・B　　　　　　　　母付場所・期間

　　受験資格　　　　　　　　　　　　　　　　　県労働会館（浦和市）11月12日仕〉～

　　　昭和48年4月2日から昭和50年4　　　　　熊谷福祉センター　　　　16日困
　　　月1日までに生まれた者　　　　　　　　　熊谷労政事務局　　11月14日（月）～

　　　ただし、司書Aは、昭和41年4月　　　　　　　　　　　　　　　　16日㈹
　　　2日から昭和48年4月1日までに　　　　　埼玉会館　　　　　11月17日㈲

　　　生まれた者　　　　　　　　　　　　申込・　〒336浦和市常盤9－24一
　　　免許資格職は、免許・資格の取得　　　　問合せ　13鮒）埼玉県勤労福祉事業

　　　　（見込み）が必要　　　　　　　　　　　　　　財団祭1）係

　　受付期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aO48－832－8841
　　　8月15日（月）から9月1日㈲まで　　　　　　　　　又は県労政福祉課

　　試馨畳く、1鰍呈委員会事務局任　圏國囮
　　　用課（aO48－824－2111内線6425・

　　　6426）まで問合せください．　　　　　　　国民年金保険料は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　便利なロ座振替で
　　　第44回埼玉県文化創作展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国民年金の保険料は、毎月きちん
　　　　　　出品作品募集　　　　　　　と納めることが大切です．r忙しく

　　対　象　県内在住・在勤の勤労者及　　　　て」　「ついうっかり」……保険料の

　　　　　　びその家族（高校生以上〉　　　　納め忘れを防ぐためにも、口座振替

●　　会　場　埼玉会館（浦和市）　　　　　　をお勧めします。
　　期　間　11月20日（日）～24日㈹　　　　　　　　ロ座振替なら

　　文芸の部　　　　　　　　便利口座振替なら金融機関で手
　　種　目　俳句、短歌、川柳　　　　　　　　　　　　続きをすると、自動的に預

　　応募　・1人1種目につき2点以　　　　　　　金口座から引き落とされま
　　　　　　　内（未発表のものに限る）　　　　　　　す。

　　　　　　・9月1日休）～9月30日㈹　　　　安　心　納期限を気にする必要もな

　　　　　　　（消印有効）の間に、種目　　　　　　　　く、納め忘れもなくなりま

　　　　　　　ごとに別々の往復はがき　　　　　　　　す。

　　　　　　　に作品を記載して郵送　　　　　確　実　払い込みに出かける手間も

　　美術・創作の部　　　　　　　　　　　　　　　　　はぶけます。

　　種　目絵画・写真・書・彫塑・工芸　　　　　　　国民年金の

　　応募　●1人1種目につき2点以　　　　加入手続きをしましょう
　　　　　　　内（未発表のものに限る）

　　　　　　・作品を受付場所に持参　　　　　国民年金の
　　ぜ肩A＞一き畠パ＞“〉一＞一．冨＝μ冨九｛‡冒）冒ニゴ戸く一てμ＝一＜一二凋ポ、μ（戸＞一く戸ドパ淑1｝〉ロー以’〆戸冨耳懲1，‘こ以戸二〉

　　　　十り納な　畦薯　餓ぎ　生　　十　　初　　十　　十花っ　　独

　　　　薬屋や刈草蒙家薬鰹薬薬っり●　　　　といりの跡の女にをが居　　　　いつの花た白盛家吊なの　　　　ふば十のださり囲るき軒　　　　名い薬白十へがましひに　　　　す十ださ薬夜買れてと十　　　　ば薬けやののいて祖日薬　　　　ら　　む　　は　　屋　　揺　　　降・　　に　　人　　母　　　を　　干

　　　　しん残敷れりけ住の閉さ　　佐世橋む新し宅跡市て沢き佐り古ま新健松じ中れづ
　　藤に本ん井け森　川お田れ藤　谷ず井や本て島け一
　　慎残　匂　リ　　マり乃ず　　　　トか　合ξ　り
　　治　る和ひ加　　清　　ツ　　芙　　花　　ま　　モ　にと歓裂文　　i
　　郎　子け津　次　工　子　枝　つ　子　よの恵　二

じ
ゅ
う
や
く

　
十
薬
の
話
も
ま
じ
へ
薬
売
り

　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
ひ
さ

　
十
薬
の
根
深
々
と
浄
土
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

　
　
　
　
　
　
　
ざ
ぴ

塵
ど
ー
だ
み
や
引
込
線
の
錆
ほ
う
だ
い

バ
　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

バ以
独
り
居
の
軒
に
十
薬
干
さ
れ
け
り

賊

　
　
　
　
　
中
鳥
妓
恵

冨
　
つ
つ
が
な
き
ひ
と
日
を
閉
じ
て
合
歓
の

戸

｝
花
　
　
　
　
松
本
と
よ

｝
＋
薬
を
吊
る
し
て
祖
母
の
鰹
ぐ
か
に

｝
　
　
　
新
井
ト
モ
子

戸
十
薬
に
家
囲
ま
れ
て
人
住
ま
ず

冠

か
り
ぬ
い

仮
縫
の
ピ
ン
打
た
れ
お
り
春
の
昼
　
　
　
㈹

　
　
　
　
　
　
　
小
泉
美
津

十
薬
を
煎
じ
て
は
る
か
な
叔
母
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
次

く
ん
ぶ
う

薫
風
や
バ
イ
ク
の
美
女
の
身
軽
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
新
沢
直
江

十
薬
を
陰
干
し
に
し
て
今
日
も
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
小
島
孫
一

＋
薬
の
造
花
に
見
へ
し
白
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
国
田
育
子

う
ぐ
い
す
　
　
キ
ご
じ

鴬
も
雑
も
呼
び
交
ふ
遊
歩
道

　
　
　
　
　
　
　
柴
益
次
郎

十
薬
を
頼
り
て
健
康
損
は
ず

　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

石
狩
の
絶
壁
の
下
初
夏
の
波

　
　
　
　
　
　
　
富
岡
牧
子

目
に
青
葉
鳥
も
歌
い
て
さ
わ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
芳
久

　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
ち

ど
く
だ
み
を
摘
み
て
老
婆
の
生
涯
草

　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

信
号
赤
手
鏡
出
し
て
初
夏
の
女

　
　
　
　
　
　
　
新
井
政
男

♪

舜
（へ
）一

調

し
・
り



嬢阿旧鞭ハΨ制
　　　　（祝日を除く）21日間

　　　　9時30分～15時30分

場所小川町勤労福祉センター
応募8月25日㈲までに、小川町
　　　　商工観光課観光係にある申

　　　　込書に記入して提出

対　象　受講後、就業を希望する初

　　　　心者で全日程出席可能な女

　　　　性

定　員　25人（申込多数は抽選）

費　用　無料（ただし、教材費2，000

　　　　円は自己負担）

問合せ　熊谷女性職業センター

　　　　台23－2816

　　　　又は小川町商工観光課観光

　　　　係　　奮0493－72－1221

※時間は、午後1時30分

対象一般県民
受　付　毎月1日午前8時30分から

　　　　大里郡川本町本田5768－1

　　　　埼玉県農林公園内・植物振

　　　　興センター分室台83－2841

　　　　　　　　圏　　　　　圃　　國圖
農林学級（8月）

欄羅日 ，内級「　　矯磯這1 晦鞠
7日（日〉 トウモロコシの収穫㊥ 13＝30

10日困 家庭菜園を365日楽し 13：30

む（秋作編）　e

13日幽 木工型抜き　㊨ 10：00

13日仕） 木工型抜き　㊨ 13130

17日困 冷や汁と手打ちうどん 10100
、〔
じ1

19日團 木工コート掛け　e 10：00
21日（日） 木工ハガキ差し　騨 10＝00

21日旧） 木工ハガキ差し　鵠 13：30

24日困 パンプキン料理e 10：00

27日（土） 木工工作室開放日　e 9：00

会
紛
圏

　
表
3

琴
発
時
一

鷹
謄
國

舗
．
”
蝋
團

　
　第
時
所
團

　
　
　
日
場

　
　
　
　
　
　
　
時
ル
　
　
　
　
　
　
映
時
　
　
　
　
　
要
、
行

　
　
　
　
　
　
d
　
1
6
一
　
　
」
」
　
　
上
1
6
　
　
　
　
　
必
方
を
　
㈲

　
　
　
　
　
る
　
ら
ホ
）
　

一
町
　
　
時
ら
　
　
　
　
　
に
り
ど
　
日

、
間
㈱
　

い
　
か
大
家
　
へ
く
加
　
同
か
　
　
　
　
護
あ
な
　
2
0
金

し
　
　
日
　
　
て
　
時
　
作
　
代
吹
参
　
画
時
館
　
　

会
介
の
習
　
月
、

な
塑
㌶
B
記
栃
舗
曲
熱
B
需
的
鯛
獲
深

　
　
間
月
ン
み
間
時
所
師
題
　
画
他
み
画
時
所
画
　
　
　
齢
般
、
す
時
　
｝

　
　
　
調
イ
「
和
　
　
　
　
　
　
の
休
名
　
　
　
　
　
　
高
一
事
ま
　
　
口

　
　
期
強
メ
　
同
日
場
講
演
　
映
そ
夏
　
日
場
映
　
　
　
　
な
食
い
日
　
μ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
㊥
　
所

　
、
　
務

　
子
　
事

　
親
般
理

　
生
一
管
01

　
学
＝
園
2
3

料
小
e
公
一

　
一
一
、
林
8
3

無
㊨
生
農
台

　
　
　
＝

用
象
　
付
せ

　
　
　
　
合
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対
　
受
間

花き園芸講座（8月

潟
‘
O
興
鮮
耐
∈
』
◎
当
‘
鋤
沼

ゼ犬公氏飴　　　　　　　　　　平成6年度
のトトロ　　　　　　　　　　県職員採用試験
7）タロウ

術講習会　　用繍轟鞭野職員採
などへの介護に必要　　　　試験区分・職種

識、介護のあり方、　　　　　（1）初級試験

ムでの実習などを行　　　　　　一般事務、電気、機械、土木、

　　　　　　　　　　　　　　農業、小・中学校事務、警察事

日（幻～10月20日休）務
水、木、金　　　　　　　　（2）免許資格職試験

買1μ’属1〕一一1〕凡戸’戸1戸『戸【’戸一冨1冨』周戸此μ㌔一rμノー一』〉一ン亘1冒1一』【．翼＾亘』庫！一‘1〕1冨、戸一戸一月’冒一一

開催「鶏 内　　　　　容 費　用

8日（月） ポプリ（ローズボー 1，500円

ル）を楽しむ

10日（水） 家庭菜園を365日楽 無　　料

しむ（秋作編）

17日依） サボテンと多肉植物 1，500円

のミニガーデンを楽

しむ

25日㈲ 秋に向かっての病害 無　　料

虫の防ぎ方

30日（幻 四季の花壇を楽しむ 1，000円

（秋編）

‘1一↑垣）一〉一《嵐二｛＾｛1冒嬉て冒1麻二一り一イ戸y

お
誕
生
お
め
で
と
う

六
月
中
届
出

樋
　

春

　
　
　
て
い
ひ
ょ
ん

岩
崎
太
顯

御
正
新
田

　
　
　
ゆ
た
か

原
口
　
　
穣

須
賀
広

　
　
　
ま
　
こ
と

吉
田
真
琴

野
　
　
原

　
　
　
ゆ
う
　
き

茂
木
雄
生

中
　
　
央

　
　
あ
　
さ
　
み

宍
戸
亜
沙
実

（
敬
称
略
）

（
）
保
護
者

長
男
（
さ
ゆ
り
）

長
男
　
（
一
明
）

長
女
　
（
浩
）

長
男
　
（
初
男
）

長
女
　
（
義
知
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

六
月
中
届
出

笠
原
　
エ
イ

小
鹿
原
廣
忠

持
田
清
治

小
松
原
千
代

春
山
ふ
み

乗
附
　
い
漆

木
村
与
三
郎

棟
方
昭
九
男

6088878793807085年
歳歳歳歳歳歳歳歳齢

（
敬
称
略
）

千野野野樋樋樋押

代原原原春春春切

平成6年救急車出動状況町民のうごき
救急出動状況 6　月 累　計

交　　　　　　　通 6件 38件

一　　般　　負　傷 2件 13件

急　　　　　　病 10件 62件

そ　　　の　　　他 1件 10件

合　　　　　　　計 19件 123件

7月1日現在

人口　12，263人　一5

男　　6，036人　一5

女6，227人0
世帯　3，583　－5

12，270

12，260

12，250

人／戸

3，580

3，560

3，540

4月　5月　6月　7月
（11）



　　　　　あや　　　か

坂田彩華ちゃん
　平成5年9月1日生
　坂田聡之・裕美さんの

長女（10ケ月）　中央
　ったい歩きやハイハイで

毎日元気にお兄ちゃんと遊

んでいます。

　素直な優しい子に育って

ほしいです。

　　　　けん　　すけ

権田謙介ちゃん
　平成5年11月17日生

　権田義雄・和子さんの

長男（8ヵ月）　押切
　やっとお座りが上手にな

って、ハイハイもできるよ

うになヒ）ました。物を投げ

て音を出すのが好きなやん

ちゃ坊主です。

　　　　ゆう　　　き

滝　田　悠稀ちゃん
　平成5年10月13日生

　滝田善次郎・豊美さんの

二男（9ヵ月）　樋春
　やっと歯が出てきました。

何でも食べられるようにな

り、もりもり食べ病気しな

いで、元気に男らしい子供

に育ってほしい。

訂

禮
備

　　　　　りょう　　こ

奥野涼子ちゃん
　平成5年9月4日生
　奥野　勲・博子さんの

長女（10ケ月）　　三　本

　毎日暑いので胸まで開け

て、わたしって肉体美人で

しょ。

　早く涼しくなるといいね。

艶髄，

　
、

、卿●
．
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我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

な
　
す

茄
子
の
グ
ラ
タ
ン

萩
原
武
子
さ
ん
（
成
沢
）

▼
材
料

　
茄
子
…
：
・
・

　
ト
マ
ト
・
…
…

　
に
ん
に
く
：
：

　
パ
セ
リ
・
…

　
バ
ジ
ル
：
●
：
●
●

　
チ
ー
ズ
…
…
・

邸
翻
油
Y

：
五
～
六
個

：
四
〇
〇
g

…
：
…
二
片

…
…
：
少
々

　
：
：
少
々

　
…
適
量

…
…
少
々

髄
＋
－▼

作
り
方

①
什
如
子
は
、
へ
た
を
取
り
縦
長
に
厚
さ

　
一
㎝
位
に
切
り
水
に
つ
け
ア
タ
抜
き

　
を
す
る
。

〔
馨
繋
翻
〕

②
に
ん
に
く
、
。
パ
セ
リ
、
バ
ジ
ル
は
、

　
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

③
ト
マ
ト
は
、
湯
む
き
を
し
種
を
除
き

　
粗
切
り
に
す
る
。

④
茄
子
の
水
け
を
拭
き
取
り
、
フ
ラ
イ

　
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
油
を
熱
し
色
よ
く

　
両
面
を
焼
く
。

⑤
鍋
に
オ
リ
！
ブ
油
を
熱
し
、
に
ん
に

　
く
を
妙
め
②
③
を
加
え
、
＋
～
十
五

　
分
位
弱
火
で
煮
込
み
、
塩
・
胡
椒
で

　
味
を
と
と
の
え
る
。

⑥
グ
ラ
タ
ン
皿
に
④
を
し
き
⑤
を
か
け

　
チ
ー
ズ
を
散
ら
し
オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
。

●

　
夏
の
夕
暮
れ
ど
き
、
庭
木
な
ど
に
ま

い
た
水
が
、
露
に
な
っ
て
木
の
葉
の
上

を
こ
ろ
が
り
落
ち
る
様
は
さ
わ
や
か
で
、

昼
の
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
打
ち
水
は
、
も
と
も
と
街
路
や
路
地

の
ほ
こ
り
が
舞
い
立
つ
の
を
し
ず
め
る

た
め
の
も
の
で
す
。
　
「
水
を
ま
く
」
と

も
い
い
ま
す
が
、
バ
ケ
ツ
と
ひ
し
ゃ
く

を
使
っ
て
勢
い
よ
く
ま
く
た
め
に
、
「
水

を
打
つ
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
い
ま
で
も
、
夏
の
暑
い
盛
り
や
夕
暮

れ
時
に
は
、
家
の
前
の
道
や
庭
な
ど
に

打
ち
水
を
さ
れ
る
か
た
は
少
な
く
な
い

よ
う
で
す
。
こ
う
す
る
と
、
ほ
こ
り
が
舞

わ
な
く
な
り
ま
す
し
、
地
面
の
温
度
が

冷
や
さ
れ
て
、
涼
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
料
亭
な
ど
で
は
、
庭
の
飛
び
石
や
灯

籠
に
水
を
か
け
、
さ
わ
や
か
さ
を
演
出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
茶
道
で
は
、
水
を

打
っ
て
お
客
様
を
迎
え
る
作
法
が
あ
り

ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
夏
は
水
不
足
に
な
り
や

す
い
時
期

打
ち
水
ど
こ
ろ
か
、
生

活
用
水
に
も
欠
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
八
月
一
日
は
「
水
の
日
」
、
こ
の
日

か
ら
一
週
間
が
「
水
の
週
間
」
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
水
の
大
切
さ
を
考
え
、

工
夫
し
て
利
用
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
ね
。

（12）




